
『
利
根
郡
報
』
の
掲
載
に
あ
た
り
、
創
刊
者
で
あ
る
『
前
田
多
門
』 

に
つ
い
て
、
ま
た
「
郡
報
」
発
行
の
背
景
を
記
し
て
お
く 

 
 

大
阪
府
出
身
の
前
田
は
、
東
京
帝
国
大
学
卒
業
後
、
内
務
省
に
入
省
し
、
群
馬
県

庁
に
勤
務
、
明
治
四
十
三
年
に
二
十
六
歳
で
利
根
郡
長
に
就
任
し
た
。
そ
の
後
、
昭

和
二
十
年
に
貴
族
院
議
員
と
な
り
、
終
戦
直
後
の
八
月
十
八
日
に
東
久
邇
宮
内
閣
の

文
部
大
臣
に
任
命
さ
れ
、
敗
戦
日
本
を
再
建
す
べ
く
教
育
改
革
を
担
う
が
、
公
職
追

放
に
よ
っ
て
わ
ず
か
五
か
月
で
文
部
省
を
去
る
こ
と
に
な
っ
た
。
前
田
は
文
部
大
臣

と
し
て
、
新
し
い
日
本
が
抱
え
る
教
育
課
題
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
「
シ
ビ
ッ
ク

ス
」(C

iv
ic

s
)

を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
日
本
人
が
公
共
生

活
と
い
う
も
の
を
自
分
自
身
で
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
こ
の
精
神
を
確
立
す

る
の
が
教
育
の
役
割
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。 

 

「
シ
ビ
ッ
ク
ス
」
と
い
う
の
は
、
市
民
と
し
て
の
義
務
と
権
利
を
学
び
、
政
府
に

対
す
る
働
き
か
け
と
監
視
を
実
行
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。
前
田
は
こ
の
精
神
を
、「
公

民
科
」「
公
民
道
」
と
位
置
づ
け
、
市
民
が
自
発
的
に
地
域
社
会
の
責
任
者
と
し
て
、

共
同
体
を
作
り
上
げ
よ
う
と
す
る
哲
学
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
教
育
で
あ
る
と
説

い
て
い
る
。 

 

な
お
、
前
田
が
富
岡
出
身
の
金
沢
房
子
と
結
婚
し
た
の
は
利
根
郡
長
時
代
で
あ
る
。

沼
田
町
で
出
生
し
た
長
男
の
前
田
陽
一
は
、
後
に
東
京
大
学
教
授
で
著
名
な
フ
ラ
ン

ス
文
学
者
と
な
っ
た
。 

 

『
前
田
多
門
』
の
利
根
郡
長
と
し
て
の
在
任
期
間
は
、
明
治
四
十
三
年
か
ら
四
十

五
年
ま
で
の
一
年
七
か
月
で
あ
る
。
郡
長
時
代
に
残
し
た
功
績
と
し
て
、
地
方
自
治

体
の
広
報
誌
で
あ
る
「
郡
報
」
の
発
行
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
一
号
に
は
、
「
自
治
の

精
神
」
「
協
同
一
致
の
美
風
」
「
模
範
村
と
公
共
心
」
「
町
村
基
本
財
産
の
増
殖
の
必

要
に
つ
い
て
」
な
ど
地
方
自
治
の
充
実
を
目
指
す
前
田
の
気
概
あ
る
文
章
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。 

当
時
、
日
露
戦
争
で
疲
弊
し
た
農
村
や
都
市
の
貧
困
問
題
や
活
発
化
し
て
き
た
労

働
争
議
、
社
会
主
義
運
動
に
対
処
す
る
た
め
、
内
務
省
や
各
府
県
が
先
頭
に
立
ち
「
地

方
改
良
運
動
」
が
推
進
さ
れ
た
。
こ
の
運
動
は
地
方
の
行
財
政
整
備
と
生
活
習
俗
の

変
更
を
図
り
、
国
策
を
遂
行
す
る
た
め
の
自
発
的
な
協
力
を
促
し
、
国
民
統
合
を
目

指
し
た
も
の
で
あ
る
。 

行
政
整
理
が
推
進
さ
れ
て
い
く
中
で
、
町
村
役
場
に
お
け
る
記
録
管
理
を
整
備
す

る
動
き
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
行
政
情
報
の
積
極
的
な
提
供
が
進
む
に
つ
れ
、

国
や
府
県
か
ら
の
公
布
公
告
に
と
ど
ま
ら
な
い
広
報
が
誕
生
す
る
。
国
民
の
自
発
的

な
活
動
を
促
そ
う
と
す
る
前
述
の
運
動
で
は
啓
発
活
動
が
重
要
と
な
る
た
め
、
住
民

に
向
け
た
情
報
の
発
信
と
伝
達
が
必
要
で
あ
っ
た
。
内
務
省
は
地
方
改
良
事
業
講
習

会
を
主
催
し
、
府
県
や
郡
の
役
人
な
ど
を
集
め
て
、
各
省
の
担
当
者
か
ら
運
動
の
趣

旨
や
具
体
的
な
実
践
内
容
に
つ
い
て
の
周
知
を
行
っ
た
。
同
じ
よ
う
な
講
習
会
は
さ

ら
に
各
府
県
で
も
行
わ
れ
、
郡
書
記
や
町
村
長
、
役
場
職
員
を
集
め
て
、
個
々
の
町

村
単
位
に
お
け
る
実
践
指
導
を
与
え
た
。 

 

そ
し
て
、
啓
発
活
動
の
た
め
の
具
体
的
な
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
登
場
し
た
の
が
「
郡

報
」
で
あ
り
、
府
県
に
よ
る
広
報
に
比
べ
、
よ
り
限
定
さ
れ
た
地
域
に
密
着
し
た
行

政
情
報
の
周
知
と
啓
発
が
可
能
で
あ
っ
た
。
明
治
四
十
四
年
に
創
刊
さ
れ
た
『
利
根

郡
報
』
は
、
地
方
改
良
運
動
期
以
前
の
明
治
三
十
年
代
ま
で
の
「
郡
報
」
と
比
較
す

る
と
、
啓
発
を
図
る
た
め
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
を
よ
り
高
め
、
署
名
記
事
や
寄
稿
、
投

稿
に
よ
る
記
事
を
加
え
る
こ
と
で
親
近
感
を
生
み
出
し
、 

購
読
性
を
上
げ
る
た
め
の
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
る
。 

 
『
前
田
多
門
』
が
説
く
「
シ
ビ
ッ
ク
ス
」
の
精
神
と
「
地
方
改
良
運
動
」
の
政
策

方
針
は
、
市
民
の
自
発
的
な
行
動
を
促
そ
う
と
す
る
部
分
で
共
通
点
が
見
え
る
。
そ

の
思
想
的
な
背
景
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
『
利
根
郡
報
』
を
閲
覧
す
る
こ
と
で
、

多
く
の
人
々
が
利
根
沼
田
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
地
域
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
再
考

す
る
た
め
の
契
機
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 

（
文
責
・
沼
田
市
立
図
書
館 

今
寺
） 


